






黄疸に対する光療法の生物学的作用,Biliru-bin(以下 Bi1 と略す)の代謝については種々

の面より検討されてきたが,臨床上重要な問題はその副作用である。現在迄のところ,光療

法による急性期の副作用としては Bronze baby synd-rome(以下 B.B.S.と略す)が問題とな

る。すでに 1971 年大西は光療法中に血清・尿・皮膚の色が一過性に緑褐色調を呈すること

を報告し,翌 1972 年 Odell らはこうした症例をB.B.S.として報告している。表 1に示す如

く,B.B.S.の Predisposing fact.としてはいくつかのものがあけられるが,今回は先天性小

腸閉鎖症のため開腹術を受けた例につき検討した。 


